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研究成果の概要（和文）：特許文書からの技術語・効果語取得はパテントマップの自動生成など

に役立つ。そこで、まず、特許文書からのクロスブートストラップによる表現抽出を用いたパ

テントマップ自動生成法を考案した。次に、手がかり語を用いたブートストラップ法と文法パ

ターンを併用し、これらの語を取得する手法を提案した。特許情報として抽出すべき対象を詳

細に分析し、取得する方法を考案した。企業では、製品開発に重要な特許調査で、関連技術分

野の特許検索だけでなく、他社の競合特許と他社の競合製品の関係に着目し、製品関連特許の

特定、各特徴レベルの関連判定法を考案した。 
 
研究成果の概要（英文）：Technical words and effective words acquisition from the patent 
document is useful, for example, it can be applied to automatic generation of patent map.  
Therefore, we first propose  an automatic generation method of patentmaps from patent 
documents  by extraction of expressions using cross-bootstrapping.  Then we propose a 
method to a combination of grammar patterns and bootstrap method using the clue word, 
to obtain these words. We develop a method to analyze in detail the object to be extracted 
for automatic patent map generation.  
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１．研究開始当初の背景 
国内における特許出願は年間 40 万件近くに

達している。特許出願される技術は、出願人

である企業にとってきわめて重要なもので

ある場合が多く、その出願動向を調査するこ

とは、企業における技術開発戦略、および、

知財戦略の策定や国、地方自治体における技

術開発推進政策立案に大きく寄与する。図１

のようなパテントマップは、特許出願動向を

可視化したものであり、出願動向を容易に把

握することができ、上記調査の際に重宝され

ている。しかしながら、年間の出願件数も多

大であり、かつ、特許１件当たりの文書量も

膨大であるため、人手によるパテントマップ

の作成には莫大な作業量がかかるという問

題がある。そのため、図１のようなパテント
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マップ 
を自動的に作成する技術の開発が求められ

ていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、技術上の解決課題を示す課題表 
現と、効果を示す効果表現を共に自動抽出す

る手法を開発し、課題表現と効果表現を、そ

れぞれ軸とするパテントマップを自動的に

作成する技術の開発を目指す。このための手

法として、まず、以下の構想に基づき、

「Cross-Bootstrapping」を開発する。 

図１パテントマップ 

図２ 課題表現と効果表現 
 
■「Cross-Bootstrapping」の開発 
特許明細書から，課題表現，効果表現対を自

動的に抽出するアルゴリズム「Cross 
-Bootstrapping」 を開発する． 
 
以下に想定するアルゴリズムの概要を示

す．次の 3 つの用語を定義する． 
課題動詞：課題手がかり表現の直前に出現

_しやすい動詞句（例：「を小型化する」）

効果動詞：効果手がかり表現の直前に出現

しやすい動詞句（例：「を少なくする」）効

果名詞：効果手がかり表現の直前にしやすい

名詞（例：「コスト」） 
「Cross-Bootstrapping」Step 0. S ← ∅, E 
← ∅ ． 
Step 1. 初期課題手がかり表現をいくつか選

び，課題手がかり表現集合 S の要素とする．

また，初期効果手がかり表現をいくつか選び，

効果手がかり表現集合 E の要素とする． 
Step 2. 課題手がかり表現集合S と効果手が

かり表現集合 E(「こと」で始まっている効果

手がかり表現のみ)を用いて，課題動詞を獲得

する．課題手がかり表現集合 S と効果手がか

り表現集合 E を用いて，効果動詞と効果名

詞を獲得する． 

Step 3. 獲得した課題動詞と効果手がかり表

現集合 E(「こと」効果手がかり表現のみ) を
用いて，新たな課題手がかり表現を獲得し，

S に追加する．獲得した効果動詞・名詞と課

題手がかり表現集合 S を用いて，新たな効果

手がかり表現を獲得し，E に追加する． 
Step 4. Step 2 から 3 を予め定められた回

数繰り返す．(図 2 において，Step 2 と 3 が
操作 A に当たる．) 
Step 5. 課題手がかり表現集合S と効果手が

かり表現集合 E を用いて課題・効果表現対

を抽出する。 
 

 

図３ 業績要因表現の抽出 

 

４．研究成果 

特許文書からの技術語・効果語取得はパテン

トマップの自動生成などに役立つ。そこで、 
３で述べた Cross-bootstrapping の構想を、

細部を詰めて実際に実現した。 
 
 
 

図４ クロスブートストラッピング 
 
まず、図４に示すクロスブートストラッピン

グの詳細を詰め、また、実験的にその効果を

検証した。 
 

 
図 5 クロスブートストラップによる表現獲

得の様子 
 



 

 

具体的には、図５に示すように、課題表現と

効果表現が獲得されていく。また、クロスブ

ートストラップが適用可能な条件を図６に

まとめる。 

 
図 6 クロスブートストラップが適用できる

条件 
 

更に、手がかり語を用いたブートストラッ

プ法と文法パターンを併用し、これらの語を

取得する手法を提案した。特許情報として抽

出すべき対象を詳細に分析し、取得する方法

を考案した。企業では、製品開発に重要な特

許調査で、関連技術分野の特許検索だけでな

く、他社の競合特許と他社の競合製品の関係

に着目し、製品関連特許の特定、各特徴レベ

ルの関連判定法を考案した。 
言語の意味的表現獲得の基礎として、以下

の研究を行った： 
(1) 自然言語処理における意味処理の基盤と

なる日本語 Wikipedia のカテゴリ階層に

着目した。そして、言語オントロジに対

して、上位・下位関係を付加する研究を

行った。 
(2) 因果関係を表す５つのパターンがあるこ

とを明確にした。文（ないし、連続する

２文）を因果関係を表す特有の表現を用

いて分類する手法を明確にした。 
(3) 記事の概要文 Wikibedia が持つ記事の分

類体系に基づき、多数存在する Infobox
テンプレートの種類中から記事に適した

種類を推定する手法を提案した。 
更に、ここで研究した語対間の意味的関係

の研究に関連して、以下の研究を行った： 

(1) メニュー階層わかりやすさ評価のため

の語対の連想関係，関連関係自動判定に

ついても成果を得た。心理実験による実

験心理値との順位相関により評価した. 
(2) ２次元バブルチャートの見やすい配置

を整数計画法を用いて定式化し、被験者

に評価してもらう試みを試みを行った。 
(3) 価格．com からトラブル情報を得るため

に「口コミ掲示板」の情報を利用した製

品のかかる動詞に着目する手法を検討

した。 
(4) 企業の業績発表記事から前述のブート

ストラップ法で抽出される業績要因の

中で、重要なものを抽出する手法を考案

した。具体的には、企業の web サイトか

らキーワードを抽出し、その際に付与さ

れた重みを使用して重要度を付与する

ことで、重要な業績要因の抽出を行う。 
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